
中京大学・教養教育研究院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９０８

若手研究

2023～2018

中国における歴史的事例の学習を基盤とした道徳教育実践に関する研究

Research on China's Practices in Moral Education Based on the Teaching of 
Historical Events

７０６３０９９５研究者番号：

原口　友輝（HARAGUCHI, Tomoki）

研究期間：

１８Ｋ１３１８０

年 月 日現在  ６   ６ ２１

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では，道徳教育を中心に専門職能開発や教材の提供等の教師支援を行う非営
利団体として評価の高い「歴史と私たち自身に向き合う（Facing History and Ourselves: FHAO）」が，中国で
どのような専門職能開発を行ってきたか，またそれがどのような教育実践につながっているかを明らかにした。
具体的には，米国での近年の展開と比較しながら，香港での二つのワークショップと南京外国語学校での英語選
択コースにおける授業実践を中心に検討した。それにより，「考え，議論する道徳」を展開していく際の教授方
法とそのための教師支援の在り方を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study elucidated how Facing History and Ourselves (FHAO), which is a 
highly reputed non-profit organization that supports teachers by offering professional development 
programs and teaching materials, focusing mainly on moral education, has provided professional 
development programs in China and how such programs have shaped the practice of education. 
Specifically, the author  mainly examined the class practice at two workshops in Hong Kong and the 
class practice of the elective English course at Nanjing Foreign Language School in comparison with 
developments in the U.S. in recent years. Based on this, the author clarified the teaching method 
when deploying “Moral Education through Deliberating and Discussing” and the model of supporting 
teachers in the practice of such moral education.

研究分野：道徳教育

キーワード： 道徳教育　中国　歴史的事例　教授方法　授業実践　歴史と私たち自身に向き合う　カリキュラム　考
え，議論する道徳

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　「歴史と私たち自身に向き合う（Facing History and Ourselves: FHAO）」に関しては多くの先行研究がある
が，我が国と地理的・文化的に近く（立場は異なるが）共通の歴史をもつ中国での展開に関してはまだ研究がさ
れていなかった。本研究では歴史的な知識を基にした道徳教育の観点から，FHAOの米国での展開と中国での展開
が我が国に対してもつ意義を明らかにすることで，「考え，議論する道徳」を展開していく際の教授方法とその
ための教師支援の在り方について具体的に論じることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始した 2018年度は，2017年度版の学習指導要領を受けて，特別の教科である「道
徳科」が開始される時期であった。「道徳科」が開始されるにあたっては，「考え，議論する道徳」
が目指されるようになった。これまで読み物教材の登場人物の「気持ち」を問い，「思いやり」
や「遵法心」など一回の授業において一つの「道徳的諸価値」を教えるスタイルが一般的だった
我が国の道徳の授業は，児童生徒に多面的・多角的に考えさせるものへと転換が求められていた。 
一方で，これまでの我が国の道徳教育においては，「道徳的諸価値」を授業で教えるべき「内
容」として位置付けてきたために，授業で取り上げたい「価値」に関わらない側面が捨象され，
授業自体が一面的・断面的にならざるを得ないという課題があった（原口 2014）。「考え，議論
する道徳」を展開していくにあたり，児童生徒に多面的・多角的に考えさせるためには，考えさ
せるための土台となる具体的な知識について取り上げていく必要がある。 
このように道徳の授業においてどのような知識をどう教えるべきかという問題に関して，筆
者は本研究をスタートする前から米国を拠点とする教育系非営利団体「歴史と私たち自身に向
き合う（Facing History and Ourselves）」（以下 FHAO）の活動に注目し，その教授法や教材な
どの特徴を考察してきた。FHAO は中学生以上を対象に，ホロコーストなどの大規模な暴力の
歴史的事例を取り上げ，生徒が考え判断する道徳教材や教授法の開発を行ってきた団体である。
その際，FHAOは，加害者，被害者，傍観者など，歴史的事例の中の多様な立場の人々の行動に
焦点をあて，「かれらがなぜそのような選択をしたのか」「そこに働いていた要因は何なのか」を
考えさせるという方法をとる（原口 2007，2010）。すなわち行動のもつ「価値」よりも「人間の
行動」それ自体に焦点をあてる。また，FHAOは「比較アプローチ」と名付けられるものを使用
する。これは，たとえば米国や南アフリカにおいてホロコーストという距離のある事例を用いて
人間の行為について探求させるという方法である。これにより学習者は，より冷静に自分達の歴
史と差別や暴力などの身近な問題に向き合えるようになる（原口 2010，2015）。 
このように人間の行動に焦点をあて，自分たちの歴史と身近な問題に向き合わせるという手
法は，多面的・多角的に考えさせる「考え，議論する道徳」を目指す我が国においても有効であ
ると考えられた。また FHAOの手法や教材については多くの評価がなされてきており（例えば
Barr et al., 2015），信頼できるものであった。しかし FHAOの手法を我が国の文脈にどのよう
に適用するかについてはさらなる検討が必要であった。 
一方，FHAOは 2007年以降，「チャイナ・プロジェクト」と呼ばれるプロジェクトを展開し，
中国に関連する資料集とティーチングガイドの開発や専門職能開発を行ってきた。また，2016
年 4 月には「南京大虐殺から戦争犯罪を探る」，2017 年 4 月には「東アジアにおける第二次世
界大戦を教える」というオンラインセミナーが開催されていた。2017年の段階で中国国内・香
港の少なくとも 17の学校に FHAOプログラムが導入されていた。さらに，これまで FHAOの
中心となってきた資料集『ホロコーストと人間の行動』（FHAO，2017）が 2017年夏に 23年ぶ
りに改訂され，FHAO実践及び研究が新たな段階を迎えている時期でもあった。 
 
２．研究の目的 
上記の FHAOの新しい展開，とりわけ中国での活動に注目し，本研究は以下の点を明らかに
することを目的とした。 

(1)近年の FHAOの取り組みの特徴は何か。特に本拠地の米国ではどのような取り組みが行わ
れているのか。 

(2)中国ではどのような専門職能開発が行われているのか。米国との違いは何か。また，なぜ
中国において FHAOの手法が取り入れられるようになったのか。 

(3)中国では，FHAOの手法・教材に基づいてどのような授業実践が行われているのか。どの
ような教材が，何を教えるために，どう用いられているのか。 
これらの検討を通じて，どのような歴史的知識をどう教えることが「考え，議論する道徳」に
つながるのか，またそのための教師支援はどうあるべきかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
以上の目的を達するために，米国と中国での FHAOによるワークショップの調査（参加者に
よるフィードバックについての分析を含む），スタッフや教員へのインタビュー調査，学校への
訪問調査を行った。上記の(1)から(3)の目的におおよそ対応して，具体的には以下の通りである。 

 
(1)ニューヨークでのワークショップの調査及びスタッフへのインタビュー調査等 
・ニューヨークの FHAOと連携している教員同士の交流「歴史と私たち自身に向き合うニュ
ーヨーク地域パートナー校ネットワーク・サミット」（2019年 2月 12日） 
・John Dewey High Schoolの教員を対象としたワークショップ「南京大虐殺（The Nanjing 

Atrocities）」（2019年 2月 14日） 
・「『マンザナーよさらば』ワークショップ：回想記（memoir）を通して日系人収容を教える」
（2019年 2月 19日） 



・Manhattan Early College School of Advertisementへの訪問調査（2019年 2月 11日，13
日） 
・オンラインセミナー「ホロコーストと人間の行動」（2020年 3月 19日-4月 29日） 
 これらに加え，本研究が開催される直前に開催されたワークショップ「アラバマ物語を教える
（Teaching To Kill a Mockingbird）」（2018年 3月 18日-19日）の調査について，本研究の枠
組みで分析，検討を行った。 
なお，2020 年に FHAO の本拠地であるボストンでもワークショップや授業実践に関する調
査を行う計画であったが，新型コロナウイルスの世界的拡大のため断念せざるを得なかった。 
 
(2)香港でのワークショップの調査とインタビュー調査等 
・ワークショップ「『南京での残虐行為』を教える」（2019年 4月 25日） 
・ワークショップ「エリ・ヴィーゼルの『「夜」を教える』への FHAOのアプローチ」（2019
年 4月 27日） 
その他，FHAOのホームページ，アジア関連のスタッフへの対面・オンラインインタビュー，
メールでのやり取りにより，「チャイナ・プロジェクト」と FHAOによるアジア関連の資料の開
発について情報収集を行った。 
 
(3)南京外国語学校における FHAO実践に関する調査 
・選択科目コース（英語）に関する授業者による論文，南京外国語学校のホームページ，及び
授業者とのメールでのやり取り等における教材や生徒の活動に関する情報収集 
・生徒主体のオンライン・ディスカッション「南京からルワンダへ：歴史を記憶し未来を創造
する―南京外国語学校選択科目コース『歴史と私たち自身に向き合う』の学生と河海大学ル
ワンダ人留学生とのオンラインミーティング」（2022年 5月 26日） 
・選択科目コース（英語）の授業 2コマを訪問調査（2023年 10月 19日） 

 
４．研究成果 
 
(1)近年の FHAOの展開に関する成果 
近年の米国での FHAOの展開に関しては，上記の「アラバマ物語を教える」及び「『マンザナ
ーよさらば』ワークショップ」の分析を中心に学会発表・寄稿というかたちで成果を公表した。 
ワークショップ「アラバマ物語を教える」については，分析結果と考察を 2018年 9月に行わ
れた日本教育学会第 77回大会で発表した後，その発表内容を発展させ，日本道徳教育学会の『道
徳と教育』第 337号（2019年）に寄稿した。そこでは，同ワークショップが小説『アラバマ物
語』を用いて授業を行う際の情報を提供するワークショップであり，第一に物語教材を用いなが
ら現実の問題を考えさせるための多様な指導方法を参加者の教師に体験させるかたちで紹介す
るものである点，第二に物語の背景にある歴史や多様な社会的事実を教え，文学作品を歴史的事
例や現実の問題の一つとして詳細に検討させる点，第三に FHAO独自の「スコープとシークエ
ンス」に従い教材の内容と自分たちとを結び付けて捉えさせる手法を教師自身が相互体験的に
学ぶ点に特徴があることを指摘した。とりわけ，第一の物語教材を用いる点は歴史的事例を中心
に取り上げてきたこれまでの FHAOの手法と異なる点であり，第三の 2日間という短い期間で
「スコープとシークエンス」を体験させる点も新しい展開と言える。あわせて，これらの点は教
師が「考え，議論する道徳」を実践するために有効な支援となることを指摘した。 
「『マンザナーよさらば』ワークショップ」については，調査結果を 2019年 10月に行われた
日本協同教育学会第 16回大会で発表した後，発表内容を発展させて，日本倫理道徳教育学会の
機関誌『倫理道徳教育研究』第 4号（2021年）に寄稿した。同ワークショップは FHAOにおい
て初めて米国における「日系人強制収容問題」を取り上げたものであり，内容として新しい展開
であった。またその方法については，単に歴史的背景だけでなく，被害者や加害者，行動者等の
選択を，知的側面だけでなく情緒的・倫理的側面をも統合して自分に引きつけて学べるような内
容・方法となっており，我が国の道徳科で求められている，知識・思考・実践をつなぐ授業の一
つの在り方が，教師の専門職能開発を通して示されていたという点もあわせて指摘した。 
その他，FHAO の手法を導入している学校同士の教師が交流する会議が開催されるなど，

FHAO自体の活動と影響力が増大してきた様子もうかがえた。 
 
(2)「チャイナ・プロジェクト」と中国・香港における専門職能開発の展開に関する成果 
 2007 年ごろからスタートした「チャイナ・プロジェクト」の概要と 2019 年に香港で行われ
た二つのワークショップについては，2019 年 12 月の日本倫理道徳教育学会第 4 回大会で発表
した後，(3)で後述する南京外国語学校の実践とあわせて，『教養教育研究院論叢』第 2巻第 2号
（2022年）に寄稿した。そこではまず，FHAOによるアジア関連の資料の開発及び 2018年ま
での専門職能開発の展開についてまとめた。アジア関連の資料の開発については，米国内でその
需要があったためにスタートしたとのことであった。やがて中国本土でもワークショップを開
催するよう要請があったため，2017年まで北京，南京，上海，香港でワークショップが行われ
てきた。しかし，2017年頃からは香港を中心に展開していく方針に変わった。その理由は，北
京・南京などの諸都市が非常に大きくワークショップ後のサポートが困難であること，インター



ナショナルスクールの多い香港の方が自由や民主主義，人権等の話題を議論しやすいこと，また
アジア・ソサイエティやホロコースト・トレランス・センターなど，米国内にもあって協力して
くれる団体が存在することなどが理由であった。香港を中心にする方針の下で開催されたのが
2019年 4月に行われた以下の二つのワークショップである。 
 ワークショップ「『南京での残虐行為』を教える」と「エリ・ヴィーゼルの『「夜」を教える』
への FHAOのアプローチ」は，双方とも FHAOの「スコープとシークエンス」に基づいて展開
されており，多様な教授法を参加者相互に体験させるとともに，「南京大虐殺」と『夜』の背景
情報や指導方法を提供するものであった。これらの点は米国でのワークショップと共通してい
る。ファシリテーターによれば，ワークショップ内での参加者の反応や進行に関しても，ほとん
ど米国との違いは感じられなかったとのことであった。一方，それまでの中国本土でのワークシ
ョップとの違いについては，政治的事情もあって中国本土の方が教授法それ自体に参加者の興
味が集中したのに対し，香港の方は内容や考え方にも焦点があたったとのことであった。 
 
(3)南京外国語学校における FHAO実践に関する成果 
 中国での学校における FHAOプログラムの実践については，江蘇省の南京外国語学校に関す
る成果があげられる。同校は 2010年 9月から第 10学年の英語の選択コースとして，週 1回 90
分の授業を 20 時間程度行う FHAO プログラムを実施してきた。授業は完全に英語で行われ，
受講を終えると FHAOによる「選択コース終了証」も与えられることから，FHAO公認のコー
スであると言える。 
 このような FHAOプログラム導入の経緯と実際の授業，生徒の学習内容等について，先述の
『教養教育研究院論叢』第 2巻第 2号（2022年）及び『筑波大学道徳教育研究』第 25号（2024
年）にまとめた。そこでは我が国の道徳教育の観点から意義深い点として，社会科や道徳関連の
教科ではなく英語の教科で実践が行われている点，ホロコーストの内容のみならず南京に関す
る話題や「トロッコ問題」などのモラルジレンマが取り上げられ，中国の生徒にとって学習が身
近に感じられるように工夫されている点，過去の人びとの選択だけでなく，生徒自身の今後の選
択の重要性について考えさせるものとなっている点等を指摘した。あわせて，極めて教育レベル
が高い南京外国語学校における英語の選択コースという特色を踏まえたうえで，我が国におい
てホロコーストや「南京事件」のような取り扱いの難しい歴史を取り上げる際，どのような形で
教科間の連携を行いつつ展開していくことが考えられるかについても考察を加えた。 
 また，「南京事件」で有名な南京の地への訪問について，同じく『筑波大学道徳教育研究』第
25号（2024年）に「訪問記録」としてまとめた。 
 
 本研究は，新型コロナウイルスの世界的拡大の期間を挟んで実施された。そのため中国・香港
での FHAOによるワークショップが停止すると同時に，中国の学校へ直接訪問することができ
なくなり，2年間の延長を余儀なくされた。コロナ禍後も中国及び香港の政治的情況の変化によ
って，2019年 4月のワークショップを最後に，「チャイナ・プロジェクト」の再開の目途は立っ
ていない。これらの事情により，中国での実際の教育実践については南京外国語学校での実践の
みの調査となった。 
とはいえ，日本と地理的・文化的に近く，（立場は異なるが）歴史も共有している中国での実
践を明らかにできた意義は大きい。今後は，本研究の成果を踏まえ，ホロコーストや「南京事件」
などの取り扱いの難しい歴史を我が国の道徳教育において取り上げていくために教師への支援
をどのように行っていくかを解明する新たなプロジェクト「日本において『困難な歴史』を教え
る道徳教育カリキュラムの開発とその実践への支援」（JSPS科研費 JP22H01019）において，
本研究から発展的研究として継続して取り組む予定である。 
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